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野村サービス関連株ファンド 
（米ドルコース） 

（愛称：もてなしの心（米ドルコース）） 
運用報告書(全体版) 

 
第５期（決算日2019年８月20日） 

 
作成対象期間（2018年８月21日～2019年８月20日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2015年５月29日から2024年８月20日までです。 

運 用 方 針 

サービス関連株マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、わが国のおもてなし関連企業※の
株式を主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
※当ファンドにおいて、「おもてなし関連企業」とは、世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユーザーに提供する企業のこと
を指します。 

主な投資対象 
野村サービス関連株 

ファンド（米ドルコース） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、選択権付き為替予約取引等の外国為替に関するデリバティブ
取引を主要取引対象とします。また、株価指数先物取引および外国為替予約取引等を活用する場合、短期有
価証券ならびに短期金融商品等に投資する場合があります。なお、株式に直接投資する場合があります。 

マザーファンド わが国のおもてなし関連企業の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
野村サービス関連株 

ファンド（米ドルコース） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 



品 名：90001_140649_005_03_野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）_785510.docx 

日 時：2019/9/13 14:49:00 

ページ：1 

 

－ 1 － 

野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2015年５月29日 10,000 － － － － － 1,621 

１期(2015年８月20日) 10,354 40 3.9 89.8 8.6 － 5,869 

２期(2016年８月22日) 6,875 0 △33.6 88.1 6.2 3.5 4,223 

３期(2017年８月21日) 8,671 0 26.1 92.6 6.1 0.2 2,781 

４期(2018年８月20日) 10,085 10 16.4 90.2 6.0 2.2 1,732 

５期(2019年８月20日) 9,681 0 △ 4.0 88.1 6.5 3.1 1,282 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

＊当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運用を行っていないため、ベンチマーク等はありません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ 

2018年８月20日 10,085 － 90.2 6.0 2.2 

８月末 10,518 4.3 90.2 6.3 2.2 

９月末 11,534 14.4 89.3 6.3 2.0 

10月末 10,459 3.7 88.6 6.3 2.2 

11月末 10,756 6.7 89.2 6.5 2.1 

12月末 9,325 △ 7.5 88.9 6.5 2.6 

2019年１月末 9,557 △ 5.2 89.9 6.0 2.6 

２月末 10,029 △ 0.6 88.9 7.3 2.6 

３月末 10,251 1.6 88.3 6.0 2.8 

４月末 10,528 4.4 88.6 6.4 2.8 

５月末 9,889 △ 1.9 88.9 6.3 2.9 

６月末 9,881 △ 2.0 88.4 6.5 2.8 

７月末 10,206 1.2 88.5 6.5 3.0 

(期  末)      

2019年８月20日 9,681 △ 4.0 88.1 6.5 3.1 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載してお

ります。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年８月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は4.0％の下落 

基準価額は期首10,085円から期末9,681円に404円の値下がりとなりました。 

 

①の局面（期首～12月下旬） 

（上昇） FRB（米連邦準備制度理事会）議長が米政策金利の緩やかな利上げ姿勢を示したこと

を受けた円安ドル高の進行や、米中貿易摩擦激化に対する過度な懸念が後退したこと。 

（下落） 米国の長期金利が急上昇したほか、10月中旬より本格化した米国企業の７-９月期決算

発表で米中貿易摩擦の影響が徐々に明らかとなり、電機株を中心に国内株式市場が下

落したこと。 

（上昇）米国の中間選挙が市場予想通りの結果となり、投資家のリスク回避姿勢が弱まったこと。 

（下落） 米中首脳会談の合意内容が具体性に乏しく、米中貿易摩擦解消への期待がはく落した

こと。  
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

②の局面（12月下旬～４月下旬） 

（上昇） FRB議長が柔軟な金融政策運営方針を示したことで金融引き締めへの懸念が薄らいだ

こと。 

（上昇） １月の米雇用統計が市場予想を上回る結果となり米国株式市場が上昇したこと。 

（上昇） 米中通商協議の進展による両国間の貿易摩擦解消への期待が高まったこと。 

 

③の局面（５月上旬～期末） 

（下落） トランプ米大統領による対中関税引き上げ表明で米中貿易摩擦激化への懸念が高まっ

たこと。 

（上昇） FRBによる利下げ期待が高まったことで、投資家のリスク回避姿勢が弱まったこと。 

（上昇） G20サミット（20ヵ国・地域首脳会議）における米中首脳会談で両国が通商協議再開で

合意し、さらなる追加関税実施がいったん回避されたこと。 

（下落） 米国による追加の対中関税が発表されたことや、米国において10年債と２年債の利回

りが逆転したことで、景気後退懸念が台頭したこと。 

 

○投資環境 

期首から10月にかけて、国内株式市場は下落しました。トルコ中央銀行が政策金利の大幅利

上げを実施したことで新興国市場への過度な不安感が解消されたことや、FRB議長が米政策金

利の緩やかな利上げ姿勢を示したことを受けた円安ドル高の進行などによって上昇して始ま

りました。その後は、米国の好調な経済指標を受けた長期金利の急上昇や、中国製スパイチッ

プによる米国へのサイバー攻撃報道を受けた米中貿易摩擦への警戒感の高まりなどから世界

的な株安が発生し、当期間の国内株式市場も下落しました。 

 

11月から１月にかけて、国内株式市場は下落しました。中国通信機器企業の幹部が米国の要

請を受けたカナダ当局に逮捕されたことで貿易戦争への懸念が再燃したことや、FOMC（米連

邦公開市場委員会）の利上げ決定を受けて景気減速への警戒感が高まったことなどから米国株

式市場の下落が続き、国内株式市場も12月は二桁を超える下落率となりました。その後は、FRB

議長が柔軟な金融政策運営方針を示したことで今後の金融引き締めへの懸念が薄らいだこと

などから米国株式市場が反発し、国内株式市場も上昇に転じる場面がありましたが、当期間で

は下落しました。 

 

２月から４月にかけて、国内株式市場は上昇しました。米中通商協議の進展が期待されたこ

とから円安ドル高が進行したことやFOMC議事要旨で保有資産縮小の年内停止方針が示され

たことなどから、国内株式市場は上昇して始まりました。その後は、４月中旬に発表された３

月貿易統計などの中国の経済指標が市場予想を上回ったことで中国経済の回復への期待が高

まったことなどから米国株式市場が過去最高値に接近し、当期間の国内株式市場も上昇しました。 
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－ 4 － 

野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

５月から期末にかけて、国内株式市場は下落しました。米国による中国通信機器企業の製品

に対する取引制限導入を受けて、国内ハイテク企業などへの悪影響が懸念されたことなどか

ら、国内株式市場は下落して始まりました。その後は、G20サミットにおける米中首脳会談で

両国が通商協議再開で合意し、さらなる追加関税実施がいったん回避されたことなどから上昇

する場面もありましたが、米国による追加の対中関税が発表されたことや、米国において長短

金利が逆転したことで、景気後退懸念が台頭したことなどから、当期間の国内株式市場は下落

しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）］ 

（１） 基本方針として、当ファンドは［サービス関連株マザーファンド］を組み入れるほか、

株価指数先物取引を活用することで、実質的な株式組入比率を高位に維持します。期末

の実質組入比率は株式88.1％、株式先物6.5％、投資信託証券3.1％としました。 

（２） また、選択権付き為替予約取引を行なうことで米ドルへの投資効果を追求します。期末

の実質外貨比率（米ドル）は98.9％としました。 

 

［サービス関連株マザーファンド］ 

・株式組入比率 

期を通じて高位を維持し、期末は株式95.7％、投資信託証券3.4％としました。 

 

・期中の主な動き 

（１） 世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユーザーに提供す

る企業などの投資候補銘柄の中から、業績動向やバリュエーション（投資価値評価）、企

業の競争力などを勘案して投資魅力度が高いと判断される銘柄に投資しました。 

（２） 期中の売買では、パーソルホールディングス、パーク24、イオンファンタジーなどを買

い付けました。一方、パン・パシフィック・インターナショナルホールディングス、ファー

ストリテイリング、日本水産などを売却しました。 

（３） 期末において保有している主な業種はサービス業、不動産業、情報・通信業、医薬品、

その他製品など、主な銘柄はラウンドワン、日本新薬、パーク24、パーソルホールディ

ングス、エムスリーなどです。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは特定の指数等を念頭に置いた運

用を行っていないため、ベンチマーク等はあり

ません。 

グラフは、期中の当ファンドの期別基準価額

騰落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金は、配当等収益や有価証券売買等損益を原資に、基準価額の水準などを勘案

して、今期は見送りとさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 

2018年８月21日～ 
2019年８月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 510  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

◎今後の運用方針 

［サービス関連株マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は、製造業や輸出関連企業に弱さが見られる状況となっています。７月発表の日銀

短観では大企業・製造業の業況判断が前回調査の＋12ポイントから低下し＋７ポイントとなり

ました。2019年度の設備投資計画は上方修正されており底堅さが確認されましたが、世界経済

への不安の高まりや金融市場の変動が企業の投資意欲を減退させる可能性は残っています。内

需に関しては、2019年10月に予定されている消費増税は延期観測が高まる局面もありました

が、安倍首相は参議院選挙後にあらためて消費増税に関する必要性を述べました。雇用・所得

環境は依然として堅調であるものの、消費者態度指数が低下傾向にある点と併せて注意が必要

です。日銀は７月下旬の金融政策決定会合で現行の金融政策を維持したものの、声明文の最後

に「必要な場合にはちゅう躇なく追加的な金融緩和措置を講じる」との趣旨を追加しました。

欧米中央銀行の金融緩和スタンスに歩調を合わせたと見られる一方で、具体的な金融緩和措置

についての言及はないことから、大幅な円高などがない限り利下げなどの措置がすぐに実行さ

れる状況ではないと考えています。当社では、2019年の実質GDP（国内総生産）成長率は前年

比＋0.7％と予想しています。 

 

・投資方針 

（１） 引き続き、世界で高く評価される日本独自のサービスや高品質の製品を国内外のユー

ザーに提供する企業を主要投資対象として運用を行ってまいります。 

（２） 銘柄選択にあたっては、企業取材によるボトムアップアプローチをベースに、企業の競

争力や経営の評価、収益予想などの企業分析を行い、企業の成長性やバリュエーション

などを考慮して組み入れを行います。また、銘柄の投資比率の決定に際しては、株式の

市場性などにも留意して分散投資をはかります。 

（３） 世界経済の先行き不透明感が増していますが、中長期的には新興国における所得環境改

善により増加する中間層が消費をけん引し、成長軌道が大きく崩れることはないと考え

ています。昨今のスマートフォンの成長鈍化などが好例だと考えますが、過去と異なり、

必要なモノは多くの人が既に所有している社会になってきています。モノ消費において

は得られる体験を重視したり、モノ消費からコト消費へのシフトは先進国はもとより新

興国でも進んでいくでしょう。こうした環境下、サービスや製品を通じて高い顧客満足

度を実現している企業、さらにそれが利益成長に結び付いている企業に着目して投資し

ていく方針です。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

［野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）］ 

当ファンドは引き続き第６期の運用に入ります。 

今後の運用に関しましては、前述の投資環境見通しのもとで、ファンドの資金動向に充分配

慮しつつ、実質的な株式組入比率を高位に維持すると同時に、選択権付き為替予約取引等の外

国為替に関するデリバティブ取引を行なうことで基準価額の向上に努めます。 

 

引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○１万口当たりの費用明細 (2018年８月21日～2019年８月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 163  1.588  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 77)  (0.756)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 77)  (0.756)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  8)  (0.076)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 8   0.076   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  7)  (0.071)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） (  0)  (0.005)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.003   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 171   1.667    

期中の平均基準価額は、10,244円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○売買及び取引の状況 (2018年８月21日～2019年８月20日) 

 

種 類 別 
買 建 売 建 

新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 

国 
内 

 百万円 百万円 百万円 百万円 
株式先物取引 533 545 － － 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

種 類 別 
コール・ 
プット別 

買 建 売 建 

新 規 

買 付 額 
決 済 額 

権 利 

行 使 

権 利 

放 棄 

新 規 

売 付 額 
決 済 額 

権 利 

被 行 使 

義 務 

消 滅 

国 

内 

  百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

通貨オプション取引 コール 3,211 3,197 － － － － － － 

 プット － － － － 3,211 3,202 － － 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
サービス関連株マザーファンド － － 237,007 433,000 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2018年８月21日～2019年８月20日) 

 

項 目 
当 期 

サービス関連株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 5,931,357千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,957,234千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.19   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 
  

先物取引の種類別取引状況 

オプションの種類別取引状況 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○利害関係人との取引状況等 (2018年８月21日～2019年８月20日) 

 

＜野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜サービス関連株マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 2,794 662 23.7 3,136 700 22.3 

投資信託証券 19 7 36.8 5 5 100.0 

平均保有割合 26.7%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 1,135千円 
うち利害関係人への支払額（B） 229千円 

（B）／（A） 20.2％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2019年８月20日現在) 

 

銘      柄      別 
当 期 末 

買   建   額 売   建   額 

国 
内 

  百万円 百万円 

株式先物取引 ミニＴＯＰＩＸ 82 － 
 
＊単位未満は切り捨て。 
  

利害関係人との取引状況 

先物取引の銘柄別期末残高 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

 

銘      柄      別 
コール・ 
プット別 

当 期 末 

買 建 額 売 建 額 

国 

内 

   百万円 百万円 

通貨オプション取引 ドル コール 9 － 

  プット － 9 
 
＊単位未満は切り捨て。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

サービス関連株マザーファンド 890,894 653,886 1,180,265 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年８月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

サービス関連株マザーファンド 1,180,265 88.0 

コール・ローン等、その他 161,548 12.0 

投資信託財産総額 1,341,813 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

○特定資産の価格等の調査 

調査依頼を行った取引は2018年８月９日から2019年８月１日までの間でオプション取引（為
替店頭オプション取引）948件でした。これらのオプション取引（為替店頭オプション取引）
について、投資信託及び投資法人に関する法律（昭和26年法律第198号）第11条第２項に基づ
いて比較可能な価格のほか、取引の相手方の名称、通貨の種類、プット又はコールの別、数量、
オプション料計上額その他の当該オプション取引（為替店頭オプション取引）の内容に関して、
EY新日本有限責任監査法人に調査を委託し、日本公認会計士協会が公表した専門業務実務指針
4460「投資信託及び投資法人における特定資産の価格等の調査に係る合意された手続業務に関
する実務指針」に基づく調査結果として合意された手続実施結果報告書を入手しています。 
なお、本調査は財務諸表監査の一部ではなく、また、価格の妥当性や内部管理体制について

保証を提供するものではありません。 
  

オプションの銘柄別期末残高 

親投資信託残高 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2019年８月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 1,341,751,641   

 コール・ローン等 104,643,681   

 サービス関連株マザーファンド(評価額) 1,180,265,630   

 コール・オプション(買) 9,321,440   

 未収入金 41,968,040   

 差入委託証拠金 5,552,850   

(B) 負債 59,104,831   

 プット・オプション(売) 9,321,440   

 未払金 38,786,730   

 未払信託報酬 10,974,157   

 未払利息 165   

 その他未払費用 22,339   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,282,646,810   

 元本 1,324,916,622   

 次期繰越損益金 △   42,269,812   

(D) 受益権総口数 1,324,916,622口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,681円 
 

（注）期首元本額は1,717,855,039円、期中追加設定元本額は7,817,332

円、期中一部解約元本額は400,755,749円、１口当たり純資産額

は0.9681円です。 
 

○損益の状況 (2018年８月21日～2019年８月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     67,438   

 支払利息 △     67,438   

(B) 有価証券売買損益 △ 11,642,283   

 売買益 12,067,084   

 売買損 △ 23,709,367   

(C) 先物取引等取引損益 △ 18,690,441   

 取引益 533,210,119   

 取引損 △551,900,560   

(D) 信託報酬等 △ 23,602,127   

(E) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △ 54,002,289   

(F) 前期繰越損益金 24,639,466   

(G) 追加信託差損益金 △ 12,906,989   

 (配当等相当額) (    9,595,972)  

 (売買損益相当額) (△ 22,502,961)  

(H) 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) △ 42,269,812   

(I) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｈ＋Ｉ) △ 42,269,812   

 追加信託差損益金 △ 12,906,989   

 (配当等相当額) (    9,605,215)  

 (売買損益相当額) (△ 22,512,204)  

 分配準備積立金 58,033,435   

 繰越損益金 △ 87,396,258   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引

損益は期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(D)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(G)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

（注）分配金の計算過程（2018年８月21日～2019年８月20日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年８月21日～ 
2019年８月20日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 9,605,215円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 58,033,435円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 67,638,650円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 510円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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野村サービス関連株ファンド（米ドルコース）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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